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堆積岩

の研究方法

⑦

堆積岩の化学的研究課題と

示性分析の原理*(続)

皿･S･ザルマンゾン

N･M･ストラｰホフ

6.硫黄鉄シリカ燐マンガンの化学形

態の決定

堆積岩を構成する任意の元素はかならずいくっかの鉱

物形態すなわち異なる鉱物形態をとって存在する.し

たカミって種々の鉱物中に存在する個々の元素の重し

たがってこれらの鉱物の含有量を決定する化学的研究法

を明らかにするという課題が提起されるのである.

元素の全含有量をEmであらわし種々の鉱物の群の

なかにふくまれる元素含有量をE･E2E3…･Enたど

であらわすとE皿=E1+E2+E3+･…十Enという式

が得られる.この式は堆積岩中における元素の鉱物型

の平衡式となずけることができる.

したがってその課題は適当に選択された実験法を用い

て岩石中に含まれる元素の鉱物型の平衡式を組み立てる

ことである.現在この課題は硫黄鉄マンガン

焼塩酸のようなごくかぎられた元素についてだけし

かも不十分にしか解決されてい狂い.平衡式の決定は

次の3つの部分からなる.

1)元素の全合有量の決定

2)信頼度の高い分析法の存在する元素の化学型態の決定

3)今のところその化学型態か確立されていない(仮設的な型)

そのほか元素の定量

上記の元素のそれぞれに関してこのような点でどの

ようなことができるのかを概観してみよう.

(1)硫黄の形態堆積岩中の硫黄は硫酸塩鉱物

硫化鉱物有機物などの構成物としてまた遊離元素と

して産する.したカミってその平衡式は次のよう在非常

に複雑なものとなる.すなわちSm=Ssulphate+

Smonosulphide+Sdisu工phide+So工g+Sfreeとなる.

硫黄の全含有量はソｰダと硝石の混合物と岩石の試

料とを溶融したりあるいはソｰダと亜鉛酸化物との混

合物と岩石試料を焼き固めることによって決定される.

それによってあらゆる形の硫化物硫黄と遊離硫黄と有

機質硫黄は酸化してS03となる.これをさらにBaC12
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で沈殿させ沈殿物を秤量して硫黄に換算する､

ことなる硫黄形態をきめるにはE.A.オストロモフの

分法カミよい.その方法の原理は次のとおりである.

硫黄のすべての形態は同じ試料から順次決定されて行く.

はじめに試料をHαで処理する.その際monosulph1de

(FeS)は分解さてH2Sが酪酸カドミウム溶液によって吸

収される･H2Sをおい出した後ろ過液を硫酸塩硫黄

の定量に用いる(Baα2を用いての定量).元素硫黄･

黄鉄鉱硫黄･有機質硫黄の同定にはる過した際の固形残

査を用いる.元素硫黄はアセトンによる沈殿物から抽

出して決める.抽出残査を硝酸(比重1.2)で酸化す

るとSがS03に変化するのでこれをBaα2で決定す

る.このようにして得られた硫黄が黄鉄鉱硫黄である.

有機質硫黄の定量は最後におこなわれる.そのために

は黄鉄鉱硫黄を抽出したあとビｰカｰのなかで少量

の過マンガン酸塩を加えた強硝酸(比重1.4)で有機物

を酸化する.得られたS03をBaα2で沈殿させる.

この方法は且んオストロモフが現世堆積物に通用し

て成功したがふつうの岩石学的な研究に際してはこ

の方法は困難をともなってあまり適当でない.しかし

欠きた誤差を生ずることなくこの方法を簡素化できる.

硫黄の形態の平衡式のなかで主要な決定的役割を演ずる

のは硫酸塩硫黄とdisulphide硫黄とである(白鉄鉱ある

いは黄鉄鉱中の).遊離硫黄㎜onOsulphide硫黄有機

質硫黄はごく小さ恋役割しか演者ず硫黄の全含有量の

数分の1%から数%を構成するにすぎない.したがっ

て硫黄の平衡式は本質的には硫黄の全量と硫酸塩硫黄

との定量に帰するのである.硫化物硫黄(黄鉄鉱硫黄)

は前者と後者の差によってもとめることかできる.こ

のような方法では黄鉄鉱硫黄の値が過大になるのが常

である.な昔ならばそのなかには遊離硫黄と有機質

硫黄とカミふくまれているからである.しかし恋がらそ

の誤差は黄鉄鉱硫黄の値の数%をこえることカ陸いので

全体の分析にはこれで十分である.岩石添著しく有機

物にとんでいる場合(可燃性頁岩)有機物硫黄と遊離

硫黄を無視することはできない.したカミって黄鉄鉱硫

黄の定量はこれら2つの成分を考慮しておこなわれ恋

ければ在らない.�
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(2)鉄の形態鉄を含む鉱物の数は非常に多い.

さまざま在量の水を含んだ酸化化合物としては赤鉄鉱

針鉄鉱含水針鉄鉱があり硫化鉱物には黄鉄鉱白鉄

鉱メルニコバイト現世堆積物にはさらにハイドロト

ロライトがある.炭酸塩鉱物としては菱鉄鉱アン

ケライトブライネライト系列の鉱物カミありさらに珪

酸塩鉱物としては砕屑源自生源のものがある.前

者には角閃石輝石雲母一含水雲母在とがある･

後者にはレプト緑泥石がふくまれる･

これらの鉱物についてはその含有量が小さい岩石中

ではその量を分析的に決定することができない.し

かしなカミらそのなかのいくっかの鉱物群に関しではか

なりの精度で定量をおこ狂うことカミできる.このよう

なものとして

(1)鉄の全硫化物

(2)炭酸塩十レプト緑泥石

(3〕水酸化鉱物

(4〕その他すべての砕屑性珪酸塩

荏どカミある.したカミって鉄の形態の平衡式は次の形

をとる.

Fem=Fe2+硫化物十Fe2+炭酸塩十レプト緑泥石十Fes+

水酸化鉱物十Fe砕盾性

合鉄は弗化水素酸･硫酸で岩石試料を分解して得

られる.ピロ硫酸カリといっしょにその残査を融かす.

その融解物を5%のH2SO{に溶かしその溶液について

容量法･比色法を用いて鉄を定量する.

硫化鉄は前に述べた簡易分析法による硫化物硫黄

からもとめる.その量は常にごく少量ではあるがやや

多目にたる.有機物の含有量が大きい場合には(5%

以上)有機物硫黄と遊離硫黄の正確放定量が必要である.

な昔ならばそうしないと黄鉄鉱硫黄の値が著しく過大に

たるからである.

炭酸塩鉱物とレプト緑泥石の第1酸化鉄は炭酸塩

分析の場合と同様に2%のHC1抽出液を用いて定量す

る.レプト緑泥石と炭酸塩の含有量が小さい場合には

精度がおちるためにそれぞれの量を別個に定量すること

カミできない.しかしながらそれらが大きい場合にはで

きる.そのほか考慮を要することはこのような

FeOの分析によって砕屑性の珪酸塩鉱物(とくに黒

雲母と海緑石)がいくぶんおかされるということである.

第2酸化鉄HC1によって抽出されたFeの含量か

ら第1酸化鉄の量をさしひくことによって得られる.

ここで指摘しておかねばならないことは2%HC1は水

酸化鉱物をあまり分解せず原注(5形のHC1を加えて30分程

熱すると著しく分解する.その大都分は不溶残査としてのこ

るため水酸化物性のFe3+の値は岩屑中にふくまれる実際の量

よりも常に大きく出る).一方岩石中に海緑石が存在し

含水針鉄鉱カミ欠如している場合には海緑石と一部の砕

屑性珪酸塩が分解して水酸化鉄が分析値の恋かにあらわ

れてくる.したがって塩酸摘出液中における水酸化

鉄(Fe3+)の解析にあたっては非常在慎重さを必要とし唾

鉱物一岩石学的存分析試料に応じて解釈が違ってくる.

すなわちある場合にはそれを含水針鉄鉱の含有量と見

なすことができまた別の場合には海緑石の含有量とす

ることができさらに別の場合ヒは砂層性鉱物の含有

量とみ恋すこと添できる.

硫屠性鉱物の鉄はFe全量から黄鉄鉱鉄十炭酸塩

･レプト緑泥石十第2酸化鉄の総計をさしひくことによ

って得られる.この成分の分析値はもっとも精度が低

い.というのは他のすべての平衡式構成員の決定誤差

がすべてこのなかにしわよせされているからである.

黄鉄鉱鉄の過大評価は砕屑性鉄の役割りを低め岩石中

にふくまれる水酸化鉄の溶解が不完全な場合にはそれ

の役割りが逆に過大になる.したがって得られた砕

屑性の鉄の量は大体のものであるにすぎない.

上にあげたよう衣堆積岩中の鉄の定量図式は筆者が

E･S.ザルマンゾンと共同してはじめて考案された(ス

トラｰホフ･ザルマンゾン1954).一連の研究対象に

よって興味深い結果が得られたものである.

(3)マンガンの形態堆積岩におけるマンガンの形

態は鉄の形態に準ずる.しかしなカミらこの元素の含

有量は著しく低いため(普通O.1～O.2%以下)地層中

におけるその形態の同定は今のところ不可能である.

(4)珪酸の形態堆積岩中の珪酸は次の3つの主

要な形態で存在し得る.

(1)砕屑性自生性の珪酸塩鉱物の成分として

(2)結晶鉱物すなわち石英カルセドニｰリニッサタイトな

どの形をとる遊離状態として

(3)無定形セ多少水をふくんだオパｰルの形として

珪酸の全量は岩石をソｰダといっしょに溶融し

Si02を分離することによって定量される.

無定形S亘O｡はソｰダ抽出液によって同定するカ主

こと在る形態のオパｰルについてはさまざま泣時間をか

ける処理が必要である.

たとえば現世堆積物中の珪藻質あるいは放散虫性の沈�
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殿物に対しては2回の5%のソｰダ抽出液による処理

で完全にとける.珪藻土もこの2回の抽出処理で完全

にとける.それに対してアポｰカ(珪質粘土)をソｰ

ダ溶液で処理すると4倍の抽出液にほとんど等量の珪酸

がとけだす.したがって岩石の性質がわから粧い場合

にはソｰダ溶液の2回の処理のあとさらにもう一度処

理しそれらを個々に分析して無定形シリカが2回の抽

出液中に完全にとけているかどうかを確かめることが望

ましい.ある種の粘土鉱物一とくにカオリナイトｰは

アルカリに著しくとけるので珪酸塩のアノレカリ抽出液

中に余分なシリカがあるという可能性も考慮する必要カミ

出てくる.したがって得られた抽出液の柱かでシリ

カのほかに常にアルミニウムの含有量も定量してそれ

によってアルミナ珪酸塩の分解によって生じ得る誤差を

きめる必要カミある.この誤差はふつう無定形シリカが

大量に含まれている場合には小さいがその含有量が1

～2%の場合には誤差カミ非常に大きく柱P得られた結

果について正しい解釈を下すのが不可能な場合もある.

クリストバライトはしばしば珪藻土やアポｰカのなか

に存在する.ソｰダに対するその溶解度は石英よりも

むしろオパｰルに近い.堆積岩中の石英は酸にもっと

もとけにくい鉱物である.したがって石英の化学的定

量法は石英以外のすべての岩石成分のいろいろ抵処理

による溶解にもとずいている.

石英を分離する際に用いる岩石の珪酸塩部の溶媒とし

ては珪酸一弗化水素酸(モｰケ1936グルビッツ･ポド

グライツ1948)棚素弗化水素酸(ライン･アラダイ

ン1937)弗化ナトリウムをふくむ塩酸(ペドロｰバ･

クリメンコ1953)枚どカ凋いられる.

これらの方法のどれを用いでもある種の誤差が生じ

うる.これは石英の部分溶解とある種の珪酸塩鉱物の

不完全溶解で説明される.ソ連科学アカデミｰのIGN

の化学研究室の実験によれぱもっとも簡単かっかなり

正確な石英の定量法は試料の燐酸による処理をおこ狂

い珪酸塩の分解によって得られたシリカを分離するた

めにひきっづきソｰダ抽出液を用いる方法である(ザ

ノレマンソン1952).この方法は石英の含有量の大

小を問わず堆積岩に対してよい結果をあたえてやり

もっとも分解しにくい長石質の岩石に対しても有効であ

る.堆積岩にふつうにみられる鉱物のうち黄鉄鉱だけ

が分解しにくい(数%程度ふくまれる場合).このよ

うな処理に際しては石英はほんの一部しか分解しない.

岩石中にオパｰルと石英が共存する場合には石英の定

量は別の試料によっておこなう.

(5)燐燐は堆積岩中においては自生焼有機質燐

砕屑性燐(燐灰石とモナズ石)Fe20ボnH20ゲノレに

よる吸着状態で存在する.これらのこと底る形態の燐

を分離する化学的図式は今のところ存在し狂い.土壌

に関しては早くから鉱物性燐と有機質燐とを分離同定す

る方法が提唱されD.M.ハイフェッツ(1948)によっ

てその方法が改良されている.この方法は塩酸抽出液

とアンモニア水抽出液をを結合させておこなうもので

そのそれぞれのなかで別々に鉱物性のP205と全焼量が

定量される.そのために抽出液中の有機物は前もって

KMnO{で酸化しておく､それぞれの抽出液中におけ

る有機質の燐はその差から求める.N.G.フェセンコ

バ(1955)がいくつかの堆積岩試料についてこの方法を

たしかめた結果そのなかにふくまれる有機質燐は少な

く鉱物性の燐は4NのHC1で完全に抽出されアンモニ

ア水抽出液の使用は全く必要が狂いということがわかっ

た.堆積岩中における燐の形態に対する問題は新しい

ものであるのでこの方面における今後の方法論上の検

討が必要である.

7.堆積岩の示性化学分析の原理といろい

ろな場合におけるそれの適用について

前章に述べたことがらにもとずいてふつうの岩石の

示性分析に関して次のような図式を展開することカミで

きる.この図式には以下の2つの部分がふくまれる.

(1)岩石の水分の同定をふくむ液相の分析とこの液相の

固形残留物の分析とその塩組成の分析(2)岩石の主要成

分の分析それにともなう有機炭素CO･および塩酸抽

出物(CaOMgOFeOMnO)の定量鉄の形態

の解明(全鉄･黄鉄鉱鉄･炭酸塩鉄十レプト緑泥石鉄･

第2銭･砕屑性鉱物の鉄)オバｰノレS{02と石英の定量.

さらにこれらの成分の総計によって主として砕屑源の

珪酸塩鉱物に対応する分析されたい残留物量が明らかに

される可能性がある.しかしながらこの完全図式は

場合によっては岩石の性質やその研究目的によって

修正を要したり単純化したりする必要がある.

水をふくま扱い岩石の液相の量はふつうごく小さいの

でその正確な性質をしることが非常に困難なことカミ多

い.さらにその成因的な解釈はあとでも述べるように

もっと困難である.このような事情からとくに試料が

天然露頭から得られた場合には岩石の液相の化学的研

究は合目的的ではない.堆積学的な研究の対象からは

ずすべきである.ただ研究者が特別にとりだした新鮮

だと考えられるコアの試料や岩石の性質から液相のしか

るべき抽出が期待される根拠のある場合成因的な目的�
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のために利用できるという判断ができる場合に限って

液相の詳細な研究をおこたうべきである.

したがって堆積岩の化学的研究のふつうのプログラ

ムは岩石を形成する固相に関する示性分析に限られる.

しかしながらこの作業も場合によって変更する必要があ

る.

非常に少量の炭酸塩しかふくま恋い砂岩･シノレト岩･

粘土(C024%以下)に関しては炭酸塩の示性分析をお

こ狂うことは無意味でドロマイトFeC03とに近似的

に換算をするにとどめるべきである.その際炭酸塩物

質の真の含有値はそのようにして得られた2つの限界値

の間にあることに在る.一オパｰル質のSi02は岩石の

薄片中にその存在がはっきりとみとめられる場合にその

同定をおこなう必要がある.石英の定量は細粒のシノレ

ト粘土岩の場合に限っておこ在うことがのぞましい.

砂砦･シルト岩･粘土岩中に多量の炭酸塩がふくまれ

る場合には完全示性分析をおこなうのか合目的的である.

この場合オパｰノレ質のSiO｡だけにっいてはやらなくと

もよい(岩石の顕微鏡観察結果如何によって).同様

なことが泥灰質の岩石についてもいえる.不溶残査が

5%ないしそれ以下の石灰岩やドロマイト化した石灰岩

あるいはドロマイトの場合には炭酸塩分析は著しく簡素

化することカミできる.純粋石灰岩の場合にはC02の定

量をおこ在ってそれをCaCO呂に換算するだけでよい.

石灰岩中に少量のドロマイトがふくまれる場合にはCO里

とCaOMgOの定量とそれのカノレサイト･ドロマイト

ヘの換算をともなう簡単な炭酸塩分析をおこ恋う必要が

ある.その際迅速分析を用いることカミできる.わず

かでも岩石が硫酸塩化をうけている徴候がみられる場合

には塩酸描出液中でSOsの補助同定をおこなってそれを

CaSOぺ2H･Oに換算する必要がある.石灰･ドロマ

イト質の岩石中においては塩酸抽出液中でFeOとMnO

を定量することは意味がない.というのはそれらの量

が少ないのでそれらを炭酸塩や炭酸塩鉱物に換算して

も精度カミわるいためである.信頼のおける顕微鏡観察

資料カミ存在する時にはこれらの酸化物の量をきめる必

要がある.炭酸塩岩中における鉄の形態はふつう簡易

法によってきめる(全鉄と黄鉄鉱鉄).珪化されてい

る場合にはオパｰル質の珪酸と石英の定量をおこたう.

珪質岩一アポｰカ･ジャスパｰ･珪藻土など一におい

ては作業の主要な複雑さは珪酸の形態(全珪酸オパ

ｰノレSiO里石英Si02だと)の決定にある.この形態

の決定は珪酸塩やアノレミノ珪酸塩のなかに結合されてい

るSi02の量を計算することを可能にする.これらの

岩石中における炭酸塩含有量は非常に小さいのでCO･

を定量してそれを全炭酸塩に換算するだけで十分である.

鉄の形態は全鉄十硫化物鉄の簡易図式によって研究する

ことができる.

上記の例においては全図式の変更は単純化ということ

であった.しかしなカミら場合によっては逆にそれを複

雑化しなければならないことがある｡たとネは顕微鏡

的にしろ燐鉱のノジュｰノレ魚骨マンガン鉱物カミみ

とめられる場合にはPとMnを定量して顕微鏡資料に

よってそれらの換算をおこたう必要がある.看灰岩や

ドロマイトのなかに鉱物一岩石学的資料によってマグ

ネシヤ鉱物すなわちセビオライトケロライトバリ

コノレ皿カイトなどが存在する場合には塩酸抽出液中で

MgOとSiO･の定量をおこなうほかさらにこの抽出液

(ソｰダによって処理した)からの不溶残査中のSi02

の定量をもおこなう必要がある.しかしながらここ

ではオバｰノレ質Si02が存在しない場合にしか満足な結

果は得られない.

堆積岩の示性分析法を検討する際10%HC1抽出液

法としてしられている化学分析法力甥在広く行きわたっ

ているということを指摘する必要がある.この方法の

本質は次のような点にある.すなわち岩石試料を10%

HC1で30分にわたって加熱処理しその結果をSi02

A1203Fe203CaOMgOと時にはS03に分析するこ

とにある.その際C02の定量はおこ匁わ恋い.

このような分析法からすでに岩石の鉱物組成をしっ

ている堆積学者は何を得ることができるであろうか?

30分加熱した10%抽出液によってすべて炭酸塩とレプ

ト緑泥石およびか放りの部分の砕屑性鉱物(モンモリロ

ナイトと水雲母)カミとけるが黄鉄鉱･白鉄鉱･自生の

SiO望(オパｰノレ)はとけない.いいかえると堆積学

者にとって重要な堆積物の自生鉱物の1部分だけが溶解

し自生鉱物中のその他の量的にも多い部分はとかされ

ずに残るのである.それと同時に岩石を構成する砕屑

性のアノレミノ珪酸塩が著しく破壊される.したカミって

10%HC1抽出液のな卸で定量される任意の酸化物の含有

量はさまざまの成因を有する一連の鉱物と関連している.

たとえばCaOは炭酸塩(カノレサイト･ドロマイト･二石

膏)の破壊によって大部分が抽出液中にとけ出す.

しかし一部は吸収されたカノレサイトの追い出しによって

抽出液中にとけ出す.MgOはシノレト粒子･粘土粒子

の破壊によってかなりの程度あるいはほとんど全部が

抽出液中にとけこむ.A1･03の供給源は一般に粘土鉱

物である.Fe.03は一部は自生鉱物から一部は砕屑�
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第2図ドンバスのC02の墨石中における錘の形態

a陸成層(河床壌積物と氾濫源堆顎物)b漸移型堆積物｡海成堆積物

畠･囮･翻･翻･岬･告弩一ル皿等粒纂主基石灰墨成写し鵠註､W誰艶二､､V粘土岩

第1図マｰルの主要成分(FeC08+レプト緑泥石)3黄緑鉱質の鉄4ノ･イドロゲｰサイト質の鉄

1有機物(C平均2.12%)2C乱C03(CaCO畠

平均45.96%)3MgCO雪4無機質の不溶残査

(砕履物)5その池(H20分析誤差)

粒子｡粘土粒子からもたらされる.Si02ば一般に粘土る.表にふくませるものとしてはまずCorgCO｡

鉱物から抽出されるカミ破壊された砕屑性のアノレミノ珪S03CaOMgOFeOMnOS黄鉄鉱SO･オハ

酸塩に由来するシリカの大部分は不溶残査として沈殿す一ノレその他の含有量に関する初生的分析資料や実験的に

るのでソｰダによってさらに補助的に抽出する必要が得られるその他の数値次に鉱物への換算結果である.

ある.このようにHC1抽出液の衣かで定量されたSiO･記述を完全なものとするためCorgのような換算され

の値は岩石の非常にさまざまだ構成部分と関連している泣い数値をその換算表にふたたぴのせてもよい.さら

のである.同時に自生のオパｰルSiO｡と自生の黄鉄鉱に多くの場合砕暦性珪酸塩鉱物の総量をしめす未区分残

(白鉄鉱)はHC1抽出液では補提され得ない.したが査の値を1成分としてこれにつけ加える･

って10%HC1抽出液の分析によって得られるものはさま分析結果のグラフ表示は非常に重要である･とくに

ざまな起源の鉱物の破壊の混合物ということカミできる.大量の分析をおこなった際それを一目でなカミめることが

溶液中にとけこんだ成分のこの複雑な混合物中では何できるようにするために有効である.グラフとして表

が(どれだけ)自生鉱物に属するかまた破壊された砕現すべきものは元素含有量に関する初生的分析資料では

鳳性鉱物に属するということについてははっきりと確なくその広範的に総括された換算結果である.なぜな

信をもったことはいえないのである.らば初生的た分析値のグラフを理解することは困難であ

るが換算値のグラフを理解することはより容易である

このよう枚HC1抽出液の分析結果は顕微鏡的に岩石中からである.

にみとめられる鉱物へ正確に換算されることができたい.

堆積学者が10%HC1による種皮の岩石成分の破壊のあら

ゆる複雑さをはっきりと意識せずにあるいはこれまで

に時々なされているように分析資料を鉱物に換算したり

成因論なダイヤグラムを組み立てるならぱこのような

化学分析は何の助けにもならず

⑪00010001001010θ

%%%1姦1磁11燧灘1･･1IlmW,rinlπ耐��萎鰹口mlV
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むしろ有害である.

堆積岩申に存在する申つとも

重要な鉱物の定量に対しては

10%HC1の抽出液(加熱した)

が明らかに不適当であるという

点を考慮して今後それを適用

することをやめより合理的た

図式を用いる必要がある.

堆積学者の研究では岩石の化

学的研究資料は表とグラフの形

をとった2っによって表現され

第1･2両区にいくつかの型のグラフ表示の例をかか

げておいた.第1の型のダイヤグラムは多数の分析

資料があるある1つの型の岩石組成の変化を表現する

目的をもったものである(第1図参照).その作図法は

ごく簡単である.個々の試料の分析値をたとえば､未

区分残査､の含有量の増加やその他の何らかの徴候を基

礎としてある一定の順序で配列するということだけを

ここでは強調しておこう.第2の型のダイヤグラムは

いろいろな層準の堆積物中におけるある種の元素の型の

形態を表現するために用いられてバる.横軸にそって

は座標原点から砂(砂岩)シノレト粘土(泥岩)マｰノレ

石灰岩のような岩質が値のことなる数字でもってしめさ

れている.縦軸にそっては成分の百分含有率がしめさ

れている.個々の型の岩石について分析値の換算資

料にもとずいて同じ順序で元素のそれぞれの化学形態の

含有量をプロットしそれぞれのグラフ上で型のさかい

をむすんである.このようにして砂から石灰岩あるい

第3図垂直柱状にそう

硫化物硫黄の分布曲線�
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はいいかえると沿岸堆積物から水娃中心部のそれに対し

てそれぞれの成分カミ増減する有様を直ちによみとること

かできる.

且A.オストロモフは硫黄について太平洋の底質での

垂直断面上におけるそれの形態をしめすために別の方法

を用いている(第3図).同様な方法は断面上におけ

る分析資料の表示の際にか柱り広く堆積学者によって用

いられている(第4図).ここで留意しなけれぱなら

ないことはこのような方法は分析資料カ茎たくさんある

場合に限って有用であるということである.さらに

とくにそれカミ少ない場合あるいは断面の構造カミ複雑な場

合たとえば互層の場合には個午の資料を曲線としてつな

いではなら恋い.祖ぜ抵らば成分の実際の分布とはあ

わたい全く歪曲された概念がそれによって生じるからで

ある.分析値カミ多くてそれが接近した一連の断面に

所属する場合にはその成分分布断面図を組み立てること

ができる.このような方法はたと乏はNM.ストラｰ

ホフカミサプノレりレカｰめC3のドロマイト堆積物を表現す

るために用いている(第5図参照).さらに資料カミ豊

富柾場合にはたとえば堆積物の炭酸塩度図(第6図)や

バノレハシ湖堆積物のドロマイト含有図(第7図)あるい

はロシヤ台地のC2層中のドロマイト分布図というよう

在元素の分布図的表現が可能となる.

ユ70舗量C.M正tCO｡〕室B彫

固

162く5

154幽
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146高
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8.堆積岩の示性分析分野における今後の

課題

上にのべたよう狂資料から“堆積岩の示性分析は現在

のところまだ発展の初歩的段階にあり比較的少数の重

要成分の解明と定量だけに限られておりしかもか荏ら

ずしも高い精度の定量をおこ在える段階ではないという

ことがわかる.したがって岩石の示性分析の分野には

まだ多く解決すべき問題があるのは当然の結果である｡
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第6図カスピ海の堆讃物申における炭酸塩の分

祢模式図(乾燥試糊に対する百分率)

(WP.バトゥリンM.V.クレノｰバA.F｡

ノソフS.G.サルキシャンの資料による)

15%以下25～10%310～15%

415～20%520～50%650%以上

(95.8%まで)7貝殻帯

第5図ボルガ川にそうヤブロノフ谷河口部西方の岩相断面(L.Mニクニヤゼバ原図)�
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第7図バルノ･シ湖の軟泥中

におけるドロマイトの分布

(D.G.サポジュニ:!フに

よる)

ドロマイト天女1]

ドロマイト1～50%

5～10%

10～15%

15～20%

20～50%

50%以上

サリ･トゥｰトウスク地

域で最近生じた砂洲

ことなる含有量境界線

そのおもなものは次のようなものである.

第1のグルｰプの課題は既存の分析法の改良に関

するものである.まずそれは岩石の液相に関するもの

でとくに岩石中から液相を変質させないで迅速かっ確実

に抽出する方法に関するものである.鉄や燐の形態に

関しても同様抵ことがいえる.鉄に関して非常に重要

なことは

(1)岩石中における水酸化型と酸化型(ノ'イドロゲｰサイト

赤鉄鉱磁鉄鉱)の正確在直接的定量の改良

(2)現在のところごく例外的に計算によってしか分離されない

珪酸塩型の鉄炭酸塩型の鉄第1酸化鉄の確実な分離定

量法をそれぞれについて確立すること

である.これら2つの課題の解決によって堆積岩中に

おける鉄の形態の平衡式に関する概念が著しく改良され

るであろう.燐に関してはノ･イフェッツの方法を堆積

岩の場合について検証する必要がある(無機燐と有機燐

との個別的定量).さらに4NHC1抽出液中にとけ

こむ燐の鉱物学的性質を解明することが必要である.

第2のグルｰプの課題は新しい示性分析法を考案

する問題をふくんでいる.そのなかでもとくに重要な

ものはマンガンパナジウムクロムの型態を明らか

にする方法の確立である.この課題はおそらく上記の

元素に著しくとむ岩石に対して解決され次いでふっう

の含有量の岩石について解決されるであろう.この研

究の本質的興味はこれらすべての元素の形態を量自らに比

較しとくにいろいろな型の酸化還元環境下にあるFe

とMnの量的比較にある.なぜ桂らばそれによって

続成過程下での鉱物生成機構を現在以上に深く検討でき

る可能性があたえられるからである.

第5のグルｰプの課題は示性分析の生産性を向上

させる問題をふくんでいる.堆積学的な研究はその基

礎となる分析一定量資料一がふえる穫高価について

くる.したがって示性分析のスピｰドアップ(質をお

とさずに)は今後の発展にとって非常に重要な課題であ

る.この課題は2つの方法によって解決されるであろ

う.まず第1にそれぞれの元素の定量の迅速化の考

案にある.この点で最大の成果があげられているのは

今のところ炭酸塩分析の分野であってこの分析は種

々の迅速容量分析法の考案の結果現在では非常に分析

速度が大きくなった.方法論的な作業がおこなわれて

いる条件のもとではほかの種類の示性分析についても

その本質的な改良が可能だということは疑う余地のない

ことである.それぞれの方法論の研究をおこなうこと

によってそれを常に考慮し探究する必要がある.

分析の迅速化のもう一つの方法は化学的作業の正しい

含硬化にある.クノップ･フレセリウス装置を用いて

C02を同定する場合1人の実験者が8時間に2台の装

置を用いて4コの定量をおこなっているのカミふつうであ

る･それに対してIGNの化学研究室では1人の研究者

カミ8台の装置でもって1目の間に16コの定量をおこなっ

ている.この例からもわかるように分析作業の正しい

合理的編成は堆積岩の研究をおこなう際の化学的方法の

大量適用を促進する要素となるのである.

(筆者は地質部)
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